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1. はじめに 

 導電性高分子とフラーレンからなるバルクヘ

テロジャンクション複合体を用いた高分子太陽

電池の研究においては，①溶媒としてクロロベン

ゼンのようなハロゲン化物を用い，また②可溶性

に乏しい無修飾フラーレンは用いない，という２

点が現在の「定跡」となっているが，これらを用

いることができれば，経済的・環境的コストを下

げることにつながると期待される。 

筆者は最近，1,2,4-トリメチルベンゼン（プソ

イドクメン）を溶媒として用いることで，導電性

高節と無修飾のフラーレンを等重量含む複合体

がスピンコート法によって製膜できることを見

出し，特に低エネルギー・ギャップを有する高分

子PTB7と無修飾のC70を用いた素子において4%

を超えるパワー変換効率(PCE)を得るとともに，

C70-PCBMの場合に比べて耐熱性を持つことを見

出した。[1]本研究では，最近開発された導電性

高分子であるPTB7-Thと無修飾のC70を用いた光

起電力素子について調べたところ，無修飾のフラ

ーレンを用いた塗布型光起電力素子としては最

高の PCE である 5%を示したので報告する。 

 

2. 実験方法 

 種々の重量比で PTB7-Th と C70を 1,2,4-トリメ

チルベンゼンに溶解した溶液（PTB7-Th の濃度は

概ね 15 g/l）を調製し，これをあらかじめ

PEDOT:PSS でコートした ITO ガラス基板上に

1500 rpm でスピンコートし製膜した。その上に，

高分子電子輸送層である PFN の 0.3 g/l メタノー

ル溶液（酢酸を添加したもの）を 3000 rpm でス

ピンコートした。最後に Al 電極を真空蒸着法に

よって製膜して有効面積 3×3 mm2の素子とした

後，所定の温度に加熱したホットプレート上で

20 分間アニーリングを施し，さらに簡易な封止

を行った素子を実験に供した。素子の評価は

AM1.5G/1 sun の擬似太陽光を照射し電流－電圧

特性を測定することで行った。 

 

3. 結果の概要 

 いくつかの重量比の複合体を用いて光起電力

を作製し，評価したところ，PTB7-Th:C70=1:1 の

場合に最も高効率の素子が得られた。PTB7 の場

合と同様，160℃程度のアニーリングによって顕

著に光起電力特性は改善し，最高で 5.0%の PCE

が得られた。また，図 1 及び表 1 に示すように

190℃程度の熱アニーリングによっても特性の大

幅な悪化は見られず，耐熱性が高いことが分かっ

た。PTB7 の場合よりも PCE が改善したのは主に

VOCの増加によるところが大きいが，これは高分

子の HOMO レベルの違いで概ね説明できる。 
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15. 

表 1 図 1 に示した素子のパラメータ

図 1 PTB7-Th:C70複合体を用いた光起電力素子の電

流密度－電圧特性 
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Annealed@160°C
Pristine

Annealed@190°C

ITO/PEDOT/Composite/PFN/Al

Annealing No 160℃ 190℃

JSC (mA∙cm-2) 12.0 12.5 12.0 

VOC (V) 0.71 0.75 0.77

FF (%) 46 53 52
PCE(%) 3.9 5.0 4.9 
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